
正義について考える（校則を糸口にして） 

 通番 区分 テーマ ねらい・概要 スライド 使用教

材 

 
Ⅰ･Ⅱ   生徒の問いに向きあう 校則を糸口に

正義について考える。自由を正義とす

る価値観 

同調圧力についても考える 

    

 

時間 スライド ファシリテーション・生徒の活動・留意点など 

  

  

  

  

  

  

  

  

10 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  

 
  

 

 

 
  

  

  

「校則」を糸口にして「正義について」考える機会を持つ 

  

  

  

ワーク 

「高校生、この髪型で問題あるか？」の問い → 理由と共に答

える 

   １ 問題ない  理由 本人の自由だから 

   ２ 問題あり  理由 こわい 高校生らしくない 

  

 

 校則について、現時点だけでなくこれまでの流れを含めて、歴

史的に振り返ってみる 

 1990年代、中学生の男子は全員坊主（丸刈り）という校則があ

った 

  

  

 

  

 校則違反の姿も年代によって異なってくる 

  

  

  

   

 「流行」にも大きく影響されてきた 

  

  

  

  

  

  

  



  

  

  

  

  

20 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

30 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 校則に従わない「理由」について 

  

 生徒側の視点 

  

  

  

 「おしゃれ」の時代による変化 

  

  

  

  

  

 

 校則の論理 

  学校側の視点 

  

  

  

  

  

 法的な根拠について 

  

  

  

  

  

  

  

 大阪；頭髪 黒染めに関する訴訟と法的な判断 

  

  

  

  

  

  

調査・アンケートを実施 

 「他人に迷惑をかけなければ何をしても個人の自由だ」 

  

 

 

 

 

 世界各国との比較；日本は肯定的な意見が少ない 

  

 本校での調査結果 

     → 高校生は比較的肯定的意見が多い 

     → 教員は否定的意見が多い 

  

  



  

40 分 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

幼い時から、「勝手な行動するものは許さない」という圧力が叩

き込まれている 

  

・バスやエレベーターでベビーカーを押している人 

・妻が妊娠中に不倫をした夫 

みんなが「自分勝手な行動を控えている中で、それを破る人は絶

対に許せない」という心情があるのではないか 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

     → 「同調圧力」にも通じる 

  

  

  

  

ワーク  

自分のことを振りかえって考えてみる 

  

  

  

  

      
 

 


